
臨床・カウンセリング体験におけるC系G系の授業実践(8) Ｐ19～30 (2021)

｢教育臨床総合研究20 2021研究｣

臨床・カウンセリング体験におけるC系G系の授業実践(8)

― プログラム ｢わたしの価値観｣ の効果検討 ―

Teaching Practices of Counseling and Group Approach Program
in“Experience Area of Clinical & Counseling Psychology(8)

― Research the effects of the program“My sense of Values”―

西 留 太 郎＊ 足 立 智 昭＊＊

Taro NISHIDOME Chiaki ADACHI

要 旨

本論文では､ コロナ禍における授業の再編のためにC系G系に新たに取り入れた ｢私の価値

観｣ プログラムの授業構成の報告と授業後の感想のレポートの分析を行なった｡ 学生の感想は

21のサブカテゴリからなる､ ９つのカテゴリに分類された｡ 自己理解や他者のその人らしさの

発見､ 多様性への気づきなど､ C系G系の授業目的に則した､ 感想が記述されていた｡ 価値観

の多様性について体験的に知ることで､ 続くC系・G系プログラムへの効果的な導入になって

いることも示唆された｡ また､ 一部の学生は学校現場で生じる価値観の衝突について想像し､

感想を記述しており､ 学校現場における価値観の扱いという観点を学生に与えうるワークであ

ることが示唆された｡ このような体験は教育実習の事前学習としても有意義である｡ 今後､ 多

くの学生がこういった気づきを得ることができるよう､ 発問や授業進行の工夫を検討していき

たい｡

[キーワード] 臨床・カウンセリング体験､ C系G系､ 価値観､ 多様性､ オーセンティックセルフ

Ⅰ はじめに

本報告では､ ｢1000時間体験学修｣ の中の ｢臨床・カウンセリング体験Counseling ＆ Group

Approach｣ (以下C系G系) の授業に､ 2020年度新たに取り入れた学生の価値観に関わるワー

ク ｢わたしの価値観｣ を､ どのようにC系G系の中に位置付けし実施をしたか､ また､ その中

での体験が学生にとってどのような意義があったのかを感想レポートの記述から考察すること

を目的とする｡

まず､ 足立ら (2009a,2009b) および足立 (2014) は､ C系G系の授業実践は､ 知識やスキル

の習得と同時に､ ｢体験｣ を通した自己理解や他者理解を基盤とした自己成長への取り組みの
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場とすることが目的であるとしている｡ また､ それぞれの授業実践で構成される場は､ さまざ

まなワーク等による体験的な実習活動を通し､ 心理臨床・カウンセリングの知見・技術等を背

景に､ 相手の気持ちを理解し､ 相手の気持ちに添った関わりができる技能や態度 (カウンセリ

ング・マインド) を育成することを主たる目的にして､ 何名かの講師により運営がされてきた

(岩崎ら, 2009 三鴨ら, 2009)｡

さらに､ G系の授業は以下の３点を目標としている (センター編テキスト, 2010)｡

① 自分に与えられた課題について､ 他者の意見を受容しながら, 自分の意見を主張できる

(協力・協働性の醸成)｡

② メンバーの行動や感情を理解しようとする態度を持ち, その言動の背景を想像して相手

の気持ちに近づく (共感・想像力の活性)｡

③ 学級集団形成にかかわる知識や技能を習得する (問題解決力・学級経営の習得)｡

前述のような目的を持ったC系G系の授業だが､ 2020年度は新型コロナウイルス

(COVID-19) の流行に関わる感染予防の対応として､ 前年度まで行っていた身体接触を含

む体験学習のプログラムの見直しを行う必要が生じた｡ プログラムの数セッションの変更を

検討する中で､ 本報告で扱う ｢わたしの価値観｣ のワークの授業案を作成することとした

(表１)｡

表１ G系プログラム一覧

｢わたしの価値観｣ のワークは先述したG系の目的の２番目にある､ メンバーの行動や感情

を理解しようとする態度を持ち､ その言動の背景を想像して相手の気持ちに近づくこと (共感・

想像力の活性) を大きな狙いとし､ 自他の言動の背景にある個人の価値観に触れることができ

るようなワークになるよう設計した｡ 加えて､ G系のプログラム上で ｢わたしの価値観｣ の次

に､ 他者との納得いく合意 (コンセンサス) を形成するコミュニケーション体験を行う ｢わら

じ物語｣ の授業を行うことを鑑み､ 他者との納得いく合意 (コンセンサス) が必要であるとい

うことの前提として､ 個人の価値観の違いについて体験することも目的として授業の構成を行

なった｡ つまり､ 個人の価値観がそれぞれ異なっているという前提を持ち対話を行うことで､

他者の発言その発言の背景を考えなから､ 相互に納得のいく合意を作り上げるという体験に繋

げたいという狙いがあった｡

本報告では､ 上記のような経緯で新しくプログラムに追加した ｢わたしの価値観｣ ワークが､

C系G系の授業コンテンツとしての目的に適うのか､ また､ 本授業に参加した学生にどのよう

な学びを提供できる可能性があるのかを検討する｡
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Ⅱ ｢わたしの価値観｣ 授業の構成

以下には ｢わたしの価値観｣ の授業の構成を記述する｡ 本学のカリュキュラムに合わせ､ 授

業は100分の設定にしたが､ 10回の連続授業の講義の１回なので､ 冒頭10分程度は出席の確認

と前回の内容の振り返りにあて､ ワーク自体は正味90分の実施とした｡

１. 授業の目的

① 自分が何を大切にして生きているかを考えることで､ 自己の価値観の在り方を知り､ 自

己理解を深める｡

② 自己理解をもとに､ 他者の価値観に対する許容的な態度で他者理解へとつなげる｡

とした｡

２. 教具

① 価値観カード (１セット84枚) １枚に抽象名詞１語とその簡単な説明が書いてあるもの

82枚､ 白紙 (ワイルドカード) ２枚 (MINTウェブサイトを参考)｡

② 価値観リスト 価値観カードに書いてある82の抽象名詞の一覧｡ 内容は､ ①の価値観カー

ドと同様 (原井弘明の公開情報を参考)｡

③ ６つの質問 (ターシャ・ユーリック 『Insight』 を参考)｡

④ 感想レポート用紙｡

３. 手順

パート１：価値観トランプ

パート１は､ 価値観について考える導入として､ カードゲームの体裁をとった｡ 学生が山札

からランダムに引いたカードや他者の捨て札からカードを引くことで､ 普段の自分の意識の枠

組みの外にある抽象名詞も自分が手札に残したカードと照合して､ 吟味できるようにした｡ ま

た､ 他者が自分の大切なものを取ろうとした時にそれを守れるルールを設けることで､ 自分が

何を大切にしているかを感じやすくした｡ パート１は導入として価値観の輪郭を感じることや､

自分に大切にしていることやそうでもないものがあることをゲーム形式で体験できることを重

視した｡

以下にパート１の手順を示した｡

① ４人一組になる (人数によっては５人一組でも可)｡

② メンバーに価値観カードのセットから１人に５枚のカードを配る｡ 配ったカードは他の

メンバーに見えないようにする｡ 残りのカードは全て裏向きで重ねて置く (山札)｡

③ 順番を決めて隣の人のカードを１枚引く｡ ただし､ カードを引かれる人は､ そのカード

が自分に当てはまる価値観だった場合4回まで断ることが出来る｡

④ 引いた人はカードが６枚になるので1番自分に必要ない､ もしくは､ 合わない価値観カー

ドを自身の手前の場にオープンにして捨てる (捨て札)｡ その時 ｢私は◯◯を捨てます｣

と宣言する｡

⑤ カードを引かれた側は手持ちが４枚になるので､ 場の伏せたカード (山札) か､ 場のオー

プンにしたカード (捨札) を１枚選択して手持ちに加える｡
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⑥ 上記１～５を５回繰り返す｡

⑦ 最後に手札に残ったカードが当座の重要な価値観だということが分かる｡

⑧ プレゼンテーション１：ゲームが終わったら何故このカードを選んだか､ 可能であれば

５枚の優先順位とその理由をメンバーに発表する｡ メンバーはフィードバックをする｡

パート２：自己の価値観を知るための６つの質問

パート２は学生がパート１で感じた自分の価値観の輪郭に関わるエピソードを､ ワークシー

トに記入することでふりかえるパートとした｡ 自分の価値観が過去経験によって形成されてい

ること､ 時間による変化があること､ また､ 他者の価値観にもその背景となる経験があること

などを体験できるように設定した｡

以下にパート２の手順を示した｡

① 個人内作業で､ ワークシート ｢自己の価値観を知るための６つの質問｣ (表２) につい

て､ 言語化してみる｡

② プレゼンテーション２：メンバーへ６つの中のうち語ってもいい１つの質問について発

表する｡ メンバーはフィードバックをする｡

表２ 価値観を知るための６つの質問 (ターシャ・ユーリック2019)

パート３：価値観リスト

パート３では､ パート１・２を踏まえて､ 学生が価値観リスト (表３) から自由に自分の価

値観にフィットする抽象名詞を選び､ 自分の現段階の価値観を言語化するパートとした｡ 自分

が選んだ抽象名詞とそれを大切だと思う理由をグループで共有することで､ その人らしさや自

他の違いについて体験するパートとした｡

以下にパート３の手順を示す｡

① 個人作業として､ 82の価値観リストから､ 自分にとって大切な価値観のワードをチェッ

クする｡ その中から最も大切な価値観のワードを５つ選択する｡ リストにない場合には､

自身にフィットする価値観ワードを作ってもよい｡

② プレゼンテーション３：５つのワードは､ ｢これは私の価値観です｡ そして､ この価値

観に見合う行動が､ 私を私らしく輝かせます｣ という観点から､ 何故このカードを選んだ

かをメンバーに発表する｡ メンバーはフィードバックをする｡
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表３ 価値観リスト (カード) に使用した抽象名詞の一覧
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表４ わたしの価値観指導案

Ⅲ 感想レポートの分析

以下には､ 2020年度 ｢わたしの価値観｣ の授業に参加した学生の感想レポートの分析の結果

を記述した｡

１. 分析手順

分析対象は､ 2020年度前期にG系を受講した２年生３クラス分､ 61名のレポートとした｡ 感

想レポートの ｢今回のセッションでの感想は？｣ ｢価値観と過去経験の関連について気づいた

ことは？｣ という２つの自由記述に対しての回答を､ 筆者らが必要に応じて意味内容で区切り､

記述データとした｡ レポートに通し番号を付番し､ レポート内での意味内容の区切りごとに

a,b,cとアルファベットをふり､ それらを記述のIDとした｡ それにより183の記述データを抽

出した｡ 抽出したデータをKJ法 (川喜田1967) の方法をもとに分類し､ 21の中カテゴリと９

の大カテゴリを得た｡ 表５に､ カテゴリの一覧と各カテゴリの定義､ 代表的な記述を記載した｡
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表５ 感想レポートのカテゴリ分析
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２. 各カテゴリの構成

① 大カテゴリ ｢自己発見｣

中カテゴリ１は ｢自分を客観視する機会｣ とした｡ 自身に対する振り返りの機会を得た

という意味内容の記述のうち､ 具体的に自身の価値観に触れていないもので構成した｡ 中

カテゴリ２は､ ｢未知の自分発見｣ とした｡ 自身の振り返りや､ 価値観の検討を通して､

今まで気づかなかった自分の考え方に気づいた､ セルフイメージに変化があったというも

ので構成した｡ 中カテゴリ３は ｢自分らしさの発見｣ とした｡ 自分の価値観に対して､ 改

めて自分らしさを感じたり､ 他者へ自身の価値観を共有したりし合う中で､ 自分らしさを

感じたという記述によって構成した｡ 中カテゴリ４は ｢自身の価値観の言語化｣ とした｡

感想レポートに現段階の自身の価値観を記述していたものによって構成した｡

１～４の中カテゴリから ｢自己発見｣ という大カテゴリを構成した｡

② 大カテゴリ ｢他者発見｣

中カテゴリ５は ｢相手からの学び｣ とした｡ 自分と価値観の異なる他者と出会いを求め

る姿勢や､ 違った価値観の相手の語りから感じ取った内容の記述から構成した｡ 中カテゴ

リ６は ｢他者のその人らしさの発見｣ とした｡ 価値観の共有や相手との対話から､ 他者の

その人らしさを感じた｡ という内容の記述から構成した｡

５､ ６の２つの中カテゴリから ｢他者発見｣ という大カテゴリを構成した｡

③ 大カテゴリ ｢価値観を語り合う楽しさ｣

中カテゴリ７は ｢価値観を語り合う楽しさ｣ とした｡ 価値観についての対話自体を楽し

み､ 対話自体にわくわくするという記述によって構成した｡ カテゴリ７はそれ以外に関連

する中カテゴリがなかったので､ 単独で大カテゴリとした｡

④ ｢価値観の多様さの発見とそれに関わる態度｣

中カテゴリ８は､ ｢価値観の多様さへの気づき｣ とした｡ 人によって価値観は多様であ

る｡ 価値観の多様さや複雑さに気がついた､ という記述から構成した｡ 中カテゴリ９は､

｢他者尊重｣ とした｡ 価値観の多様さに気がついた上で､ 他者の価値観を否定しないこと､

価値観の異なる他者を受けいれることの大切さについて記述されたもので構成した｡ 中カ

テゴリ10は､ ｢アサーティブネス｣ とした｡ 価値観の多様さに気がついた上で､ 自分の価

値観も他者の価値観もともに大切であることを記述したもので構成した｡

８～10の中カテゴリから､ ｢価値観の多様さの発見とそれに関わる態度｣ という大カテ

ゴリを構成した｡

⑤ 大カテゴリ ｢価値観形成プロセスへの気づき｣

中カテゴリ11は､ ｢価値観への親や家族､ 育ちの影響｣ とした｡ 自身の価値観の形成に

関わる家庭環境についての記述から形成した｡ 中カテゴリ12は ｢価値観への他者との出会

いや関わりの影響｣ とした｡ 自身の価値観の形成に関わる記述の中で､ 特に先生や親との

出会いについての記述から形成した｡ 中カテゴリ13は､ ｢価値観への自分自身の経験の影

響｣ 自身の価値観の形成に関わる自身の経験､ 特に人との出会い以外の記述をしたもので

構成した｡ 中カテゴリ14は､ ｢ネガティブな過去経験の想起｣ とした｡ 振り返りの中で､

ネガティブな出来事を想起していると思われたり､ 過去についての後悔を記述したりした
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もので構成した｡

11～14の中カテゴリから､ ｢価値観形成プロセスへの気づき｣ という大カテゴリを構成

した｡

⑥ 大カテゴリ ｢価値観を振り返ることで得た目標｣

中カテゴリ14は､ ｢抽象的な目標｣ とした｡ 価値観の振り返りや他者との共有から､ こ

れから先の目標やこうしたいという願望についての記述のうち､ 自身の価値観との関連が

曖昧だったり､ 抽象的な目標を記述したりしているもので構成した｡ 中カテゴリ15は､

｢価値観と照らした目標｣ とした｡ 価値観の振り返りや他者との共有から､ これから先の

目標やこうしたいという願望についての記述したもので､ 自身の価値観や他者の価値観を

踏まえて記述しているものから構成した｡

中カテゴリ14と15から ｢価値観を振り返ることで得た目標｣ という大カテゴリを構成し

た｡

⑦ 大カテゴリ ｢学校現場への言及｣

中カテゴリ16は､ ｢価値観と教員の仕事について｣ とした｡ 学校現場で働く自分を想像

して､ 教員の仕事と自身の価値観や､ 価値観の多様さとの関連を記述したものによって構

成した｡ 中カテゴリ17は､ ｢教員になったときの不安や懸念｣ とした｡ 学校現場を働く自

分を想像したさいの､ 不安感や懸念を記述したもので構成した｡

カテゴリ16と17から､ ｢学校現場への言及｣ という大カテゴリを構成した｡

⑧ 大カテゴリ ｢ワークで感じた不全感｣

中カテゴリ18は､ ｢価値観選ぶことの難しさ｣ とした｡ トランプのワークで感じた難し

さについての記述から構成した｡ 中カテゴリ19は､ ｢価値観を伝え合う難しさ｣ とした｡

価値観を共有し合う場面で感じた難しさについて記述したものから構成した｡

中カテゴリ18と19から､ ｢ワークで感じた不全感｣ という大カテゴリを構成した｡

⑨ 大カテゴリ ｢その他｣

中カテゴリ20は､ ｢グループ全体に関する気づき｣ ワークで関わったグループメンバー

についての気づきの記述から構成した｡ 中カテゴリ21は､ ｢コメント｣ とした｡ 授業全体

の感想のコメントから構成した｡

中カテゴリ20と21を ｢その他｣ という大カテゴリとした｡

Ⅳ 考察

本報告はC系G系の授業における､ ｢わたしの価値観｣ ワークがC系G系の目標と合致した授

業となっていたのか､ また､ この授業が学生にとってどのような学びとなっているのかを検討

することを目的としていた｡

１. 感想レポートから抽出されたカテゴリと授業の目的との関連

まず､ ｢自己発見｣､ ｢他者発見｣ の大カテゴリにあるような記述内容は､

① 自分が何を大切にして生きているかを考えることで､ 自己の価値観の在り方を知り､ 自

己理解を深める
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② 自己理解をもとに､ 他者の価値観に対する許容的な態度で他者理解へとつなげる

という本授業の目的に適うものであった｡ 多くの学生が､ いずれかの記述を行っていた｡

次に､ 学生の感想の分析から抽出されたカテゴリのうち､ 大カテゴリ ｢価値観の多様さとそ

れに関わる態度｣ に属する ｢価値観の多様さへの気づき｣ ｢他者尊重｣ ｢アサーティブネス｣ は､

C系G系が目的とする､ 共感・想像力の活性､ すなわち､ メンバーの行動や感情を理解しよう

とする態度を持ち､ その言動の背景を想像して相手の気持ちに近づくことと関連が深い｡ 他者

の言動の背景について想像力を働かせるには､ そこに異なる前提があることを意識しないと難

しい｡ ｢わたしの価値観｣ の授業はそれを体験することができるプログラムになっていると思

われる｡

また､ ｢価値観の形成プロセスに関しての気づき｣ として､ 学生が記述してくれたように､

授業のプロセスの中で､ 言動の背景にある価値観の共有に加えて､ その価値観の背景にある過

去経験を共有しあうという体験を設けたことで､ 言動の背景にあるものについて学生に実感を

持ってもらうことができたと考えられる｡

さらに､ ｢価値観の多様さとそれに関わる態度｣ のカテゴリに分類されたような態度は､ 協

力・協働性の醸成､ すなわち､ 自分に与えられた課題について､ 他者の意見を受容しながら､

自分の意見を主張できることとも関連が深い｡ グループワークを共にするメンバーが自分と異

なる価値観を持っているかもしれないと気づいていることは､ グループワークの活性における

少数意見の肯定にもつながる｡ また､ ｢他者尊重｣ や ｢アサーティブネス｣ という他者と関わ

る態度はともに､ グループワークにおける対話をより安全なものにしてくれる｡ どちらもグルー

プワークという協働を円滑に進めてくれることに役立つ｡ 加えて､ 特に ｢アサーティブネス｣

の中に分類されたような､ 他者の意見も自身の意見もどちらも同様に大切であるという態度は､

この授業の次に実施する､ 異なる意見をすり合わせる合意形成のプロセスを体験する ｢わらじ

物語｣ の授業において重要な態度である｡

以上から､ ｢わたしの価値観｣ の授業はG系のプログラムの目的､ C系G系の授業全体の目的

いずれにも合致した体験を学生に提供できたと考えられる｡ 一方で､ ｢価値観の多様さへの気

づき｣ について記述をした学生は多くいたが､ ｢他者尊重｣ や ｢アサーティブネス｣ に関わる

記述をした学生はそれよりも少なかった｡ 今後は､ より多くの学生が上記のような学びを得る

ために､ 学生への発問やフィードバックの構成､ 授業の進行については改善の余地がある｡

２. 学校現場における価値観の影響オーセンティックセルフとの関連から

加えて､ 少数であったが､ ワークで感じた価値観の多様さや､ 振り返りを通して確認した自

身の価値観と将来の教員としての仕事とを関連づけてレポートを書いてくれた学生もいた｡

大カテゴリ ｢学校現場への言及｣ に属する､ ｢価値観と教員の仕事について｣ ｢教員になった

ときの不安や懸念｣ として分類された記述がそれにあたる｡ それぞれの記述は子どもたちの多

様性に教員としてどう関わるか､ 自らの価値観を押し付けず､ 伝えるべきことを伝えるために

はどうしたらいいのか､ 教員という仕事が子どもの価値観に影響を与えることへの気づきと自

分にそれができるのか､ どうやったらそれがうまくいくかといった不安､ 自身の価値観と指導

の葛藤の予想についてなどであった｡ これらの気づきと不安や懸念は教育現場において､ 非常
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に重要なものであると考えられる｡

竹西ら (2015) は教員自身の価値観とそれに紐づく教員の言動と学級集団経営や児童の自己

概念の形成との関連をオーセンティックリーダー､ オーセンティックリーダーシップという観

点から検討している｡ オーセンティックリーダーとは､ 自己形成の過程を経て築きあげた本来

の自分 (オーセンティックセルフ: authentic-self) を自覚し､ その自分を偽ることなく行動に

反映させることによって､ フォロワーにポジティブな影響をおよぼすリーダーを指すとしてお

り､ 教員のオーセンティックリーダーとしてのリーダーシップが学級のフェアネスを高め､ 児

童生徒と教員の信頼関係に促進的な影響を与えるとしている｡ また､ 教員がオーセンティック

であることは､ 児童の自己概念の形成にも関連があり､ 教員がオーセンティックであることは

児童のオーセンティックセルフ形成に関与する可能性があるとしている｡

このように､ 一部の学生が授業を通して感じた､ 自身の価値観が将来の自分の学級の児童生

徒に影響を与えるのではという気づきは､ 学校における児童生徒､ 教員の価値観の扱いをいか

にするかという問いと捉えることもでき､ 非常に重要なものであったと考えられる｡ このよう

な気づきとその言語化､ それに関わる対話を教育実習前の時期に体験できることは､ 学生にとっ

ても重要なことであると考える｡

３. 新しい教育のあり方と教員養成課程における価値観についての対話の可能性

ところで､ 令和３年１月に出された､ 中央教育審議会答申では､ 令和の日本型教育の柱とし

て､ 個別最適な学びと協働的な学びが位置づけられた (文部科学省2021)｡ また､ 2020年学習

指導要領の改定では､ 学んだことを人生や社会に生かそうとする学びに向かう力・人間性､ 未

知の状況にも対応できる思考力・判断力・表現力､ 実際の社会や生活で生きて働く知識や技能

を３つの重要な資質能力として､ それらを育むために､ 主体的・対話的な深い学びとしてのア

クティブラーニングの重要性が示されている (文部科学省2020)｡

今タームの授業に参加した学生はこのような新しい教育のあり方を実践する立場であり､ お

そらく多くの学生が自身の受けてきた教育とは異なる形を実践していくことを求められる事に

なると思われる｡ 筆者らは､ このような学校現場の過渡期的状況の中でよりよく機能するため

には､ C系G系が目標とする､ 自分に与えられた課題について､ 他者の意見を受容しながら､

自分の意見を主張できるということが重要であると考える｡ さらに､ 学校現場では､ 一人一人

が専門職である教員集団の中においてや､ チーム学校という枠組みの中でSC､ SSW､ 医療機

関､ 福祉関係者といった分野の違う専門家となど､ 多様で高度な協働が求められる｡ そういっ

た中で､ 自身の意見や判断とその背景にある価値観について自覚的であって､ 自分の意見や判

断について､ なぜ自分がそう思うかということを表現し､ 対話的に協議できることが非常に重

要であると考える｡

以上の点から､ ｢わたしの価値観｣ と ｢わらじ物語｣ の連続する２つのワークは学校現場で

必要な協力・協働性の醸成のために非常に有意義な体験であると考えている｡ 今後は､ 授業が

単なる体験の場に終わらず､ 上記のような目的を学生に伝え､ 学生が自身の課題意識として､

協力・協働性を捉えられるような場にできるよう､ 発問やフィードバック､ 授業の進行を改良

していくなど､ 大いに改善の余地がある｡
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